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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における海外経済は、中国では過剰債務・過剰生産能力の問題が重石となり景気が緩

やかに減速する一方、英国のEU離脱問題の影響が限定的であったことから、欧米先進国経済は引き続き堅調に推移

し、全体としては緩やかな景気回復が続きました。わが国経済も、雇用・所得環境の改善などを背景に緩やかな回

復基調で推移しましたが、中国経済の減速や円高による輸出企業の業績への影響など、先行きに対しては不透明な

状況が続いております。 

このような状況のもと、当社グループにおきましては、昨年５月に策定した平成29年度までの３ヵ年の中期経営

計画（JGP2017）に沿って、顧客のバリューチェーンの要衝においてトップシェアを目指す「グローバル＆ニッチ

トップ企業グループへの飛躍」を目標に、①現有事業の収益力拡大、②新製品・新規事業の育成・早期戦力化、③

グループ経営の強化とアライアンスの推進を基本方針とした事業活動を推進しております。 

当社グループにおける当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は、素形材・エネルギー事業、

産業機械事業とも前年同期並みの実績を確保し、960億91百万円（前年同期比0.2％減）となりました。売上高は、

素形材・エネルギー事業が減少したものの、産業機械事業が伸長したことにより、1,070億39百万円（前年同期比

13.1％増）となりました。損益面では、営業利益は73億46百万円（前年同期比46.5％増）、経常利益は73億68百万

円（前年同期比38.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は51億10百万円（前年同期比61.4％増）となりま

した。 

主要なセグメント別の業績は次のとおりであります。

（素形材・エネルギー事業）

受注高は、クラッド鋼管が増加したものの、前年同期並みの183億67百万円（前年同期比1.8％増）にとどまりま

した。 

売上高は、電力・原子力製品及び風力発電機器が増加したものの、クラッド鋼管が減少したことから、234億84

百万円（前年同期比25.0％減）となりました。 

営業損益は、減損による固定費の減少はあるものの、クラッド鋼管などの売上高の減少が影響して損失幅が拡大

し、営業損失16億99百万円（前年同期は営業損失４億86百万円）となりました。 

（産業機械事業）

受注高は、成形機が減少したものの、レーザーアニール装置が増加したことから、前年同期並みの767億42百万

円（前年同期比0.4％減）となりました。 

売上高は、樹脂製造・加工機械及びレーザーアニール装置が増加したことから、825億72百万円（前年同期比

32.8％増）となりました。 

営業利益は、売上高の増加及びコスト改善を主因として、89億70百万円（前年同期比66.7％増）となりました。 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末比28億41百万円減少し、2,902億97百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金や売掛金などの流動資産が減少したためであります。

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末比59億83百万円減少し、1,758億13百万円とな

りました。これは主に、支払手形及び買掛金などの流動負債が減少したためであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末比31億42百万円増加し、1,144億83百万円と

なりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したためであります。自己資本比率は39.0％

（前連結会計年度末は37.5％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間の当初業績予想と実績との差異につきましては、本日（平成28年11月７日）公表の

「第２四半期連結累計期間業績予想と実績との差異に関するお知らせ」をご覧ください。 

なお、通期の連結業績予想につきましては、変更ありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 国内連結子会社の一部は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する

実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４

月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 62,018 60,314 

受取手形及び売掛金 52,738 48,860 

商品及び製品 1,987 2,158 

仕掛品 58,878 61,122 

原材料及び貯蔵品 6,328 6,318 

その他 13,871 14,014 

貸倒引当金 △248 △229 

流動資産合計 195,574 192,558 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 23,180 24,461 

機械装置及び運搬具（純額） 9,719 10,816 

その他（純額） 15,815 14,661 

有形固定資産合計 48,715 49,938 

無形固定資産    

のれん 912 710 

その他 763 843 

無形固定資産合計 1,676 1,554 

投資その他の資産    

投資有価証券 30,338 29,652 

その他 17,406 17,156 

貸倒引当金 △573 △564 

投資その他の資産合計 47,171 46,244 

固定資産合計 97,563 97,738 

資産合計 293,138 290,297 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 53,835 50,668 

短期借入金 12,569 12,290 

未払法人税等 1,456 1,391 

前受金 18,984 19,490 

風力事業損失引当金 8,687 6,773 

その他の引当金 3,344 4,001 

その他 19,597 19,819 

流動負債合計 118,475 114,434 

固定負債    

長期借入金 36,807 34,993 

引当金 108 102 

退職給付に係る負債 11,315 11,215 

資産除去債務 1,307 1,317 

その他 13,783 13,749 

固定負債合計 63,322 61,379 

負債合計 181,797 175,813 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 19,694 19,694 

資本剰余金 5,467 5,467 

利益剰余金 84,554 88,746 

自己株式 △2,302 △2,304 

株主資本合計 107,413 111,603 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,830 3,118 

繰延ヘッジ損益 337 348 

為替換算調整勘定 51 △649 

退職給付に係る調整累計額 △1,609 △1,253 

その他の包括利益累計額合計 2,609 1,563 

非支配株主持分 1,318 1,316 

純資産合計 111,340 114,483 

負債純資産合計 293,138 290,297 

 

- 5 -

（株）日本製鋼所(5631) 平成29年３月期 第2四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円） 

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
至 平成28年９月30日) 

売上高 94,667 107,039 

売上原価 75,813 85,210 

売上総利益 18,854 21,828 

販売費及び一般管理費 13,841 14,482 

営業利益 5,012 7,346 

営業外収益 

受取利息 51 22 

受取配当金 401 327 

雑収入 369 292 

営業外収益合計 822 642 

営業外費用 

支払利息 181 135 

持分法による投資損失 1 1 

雑損失 331 483 

営業外費用合計 514 620 

経常利益 5,321 7,368 

特別利益 

固定資産売却益 29 11 

その他 0 - 

特別利益合計 29 11 

特別損失 

固定資産除却損 157 55 

その他 43 17 

特別損失合計 200 73 

税金等調整前四半期純利益 5,150 7,306 

法人税、住民税及び事業税 1,378 1,718 

法人税等調整額 513 393 

法人税等合計 1,892 2,112 

四半期純利益 3,258 5,194 

非支配株主に帰属する四半期純利益 93 84 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,165 5,110 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円） 

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 3,258 5,194 

その他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 △3,764 △712 

繰延ヘッジ損益 △151 11 

為替換算調整勘定 22 △773 

退職給付に係る調整額 131 356 

その他の包括利益合計 △3,761 △1,118 

四半期包括利益 △503 4,076 

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 △593 4,064 

非支配株主に係る四半期包括利益 90 11 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）  （単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）

四半期連結

損益計算書

計上額
素形材・

エネルギー事業 産業機械事業

不動産

その他事業 計

売上高

（１）外部顧客への売上高 31,300 62,187 1,179 94,667 － 94,667

（２）セグメント間の内部売上高

 又は振替高
2,274 1,340 1,575 5,191 (5,191) －

計 33,575 63,528 2,755 99,859 (5,191) 94,667

セグメント利益（営業利益）又は

セグメント損失（△）（営業損失）
△486 5,380 538 5,432 (419) 5,012

（注）セグメント利益の調整額△419百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用及びセグメント間取引

にかかる棚卸資産の調整額等が含まれております。

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）  （単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）

四半期連結

損益計算書

計上額
素形材・

エネルギー事業 産業機械事業

不動産

その他事業 計

売上高

（１）外部顧客への売上高 23,484 82,572 981 107,039 － 107,039

（２）セグメント間の内部売上高

 又は振替高
2,996 430 1,865 5,292 (5,292) －

計 26,481 83,002 2,847 112,331 (5,292) 107,039

セグメント利益（営業利益）又は

セグメント損失（△）（営業損失）
△1,699 8,970 524 7,796 (449) 7,346

（注）セグメント利益の調整額△449百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用及びセグメント間取引

にかかる棚卸資産の調整額等が含まれております。

（重要な後発事象）

株式の併合等について

 当社は、平成28年５月16日開催の取締役会において、平成28年６月24日開催の第90回定時株主総会に、株式併合

（５株を１株に併合）及び定款一部変更（単元株式数を1,000株から100株に変更し、発行可能株式総数を10億株から

２億株に変更）について付議することを決議し、同定時株主総会にて承認可決されております。この株式併合及び定

款一部変更は、平成28年10月１日をもって効力が発生しております。
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４．補足情報

受注高、売上高及び受注残高の状況

（１）受注高

（単位：百万円）

セグメント区分
前第２四半期連結累計期間

（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

素形材・エネルギー事業 18,043 18,367

産 業 機 械 事 業 77,057 76,742

不 動 産 そ の 他 事 業 1,179 981

合     計 96,280 96,091

（２）売上高

（単位：百万円）

セグメント区分
前第２四半期連結累計期間

（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

素形材・エネルギー事業 31,300 23,484

産 業 機 械 事 業 62,187 82,572

不 動 産 そ の 他 事 業 1,179 981

合     計 94,667 107,039

（３）受注残高

（単位：百万円）

セグメント区分
前第２四半期連結累計期間

（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

素形材・エネルギー事業 91,353 64,424

産 業 機 械 事 業 120,461 123,277

不 動 産 そ の 他 事 業 751 640

合     計 212,565 188,341
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（決算補足説明資料） 1/2 株式会社日本製鋼所

《決算補足説明資料》 平成28年11月7日

１．平成２９年３月期　第２四半期連結決算について

（１）損益実績 （２）※H２９年３月期　第２四半期連結営業利益の
(億円) 前年同期比 23億円 増加の要因

億円

・売上、生産、代価増減

・変動費

・固定費

・為替差益(＄110円→115円）

・配分不能

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上実績　（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

《受注残高》 (億円)

13%
単　　　独 849 722 127 － △ 6

H２９年３月期
第２四半期

H２８年３月期
第２四半期

差　異 前期比

売 上 高 1,070 946 124

営業利益 (※) 73 50 23 46% 6
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 221 224 △ 3 －

16
経常利益 73 53 20 38%

単　　　独 42 23 19 －
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 31 27 4 －

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 14 14 0 －
単　　　独 59 39 20 － 7

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 5 3 2 － 23

当期純利益 51 32 19 59%
単　　　独 46 29 17 －

0

売上高営業利益率 6.8% 5.3% 1.5%

有利子負債残高 504 607 △ 103

 素形材・エネルギー事業は、減損による固定費の減少はあるものの利益貢献度の高かった天然ガス用ク
ラッド鋼管の売上減少及び操業の停滞が継続し、営業赤字が拡大した。
 産業機械事業は、樹脂加工機械・レーザーアニール装置の売上伸張に加えて、コスト改善も進展して営業
増益となった。

H２９年３月期
第２四半期

H２８年３月期
第２四半期

差　　異
H２９年３月期
第２四半期

H２８年３月期
第２四半期

差　　異

Ｄ／Ｅレシオ 0.45 0.45 0.00
純Ｄ／Ｅレシオ △ 0.09 △ 0.05 △ 0.04

313 △ 79
産 業 機 械 767 770 △ 3 産 業 機 械 825 621 204
素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 183 180 3 素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 234

11 △ 2
合　計 960 962 △ 2 合　計 1,070 946 124

不 動 産 他 9 11 △ 2 不 動 産 他 9

(46)

H２９年３月期
第２四半期

H２８年３月期
第２四半期

差　　異

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 644 913 △ 269

(内、輸出) (342) (410) (△68) (内、輸出) (507)

産 業 機 械 1,232 1,204 28
不 動 産 他 6 7 △ 1

(461)

合　計 1,883 2,125 △ 242
(内、輸出) (833) (1,081) (△248)



（決算補足説明資料） 2/2 株式会社日本製鋼所

２．平成２９年３月期　連結業績予想について

（１）損益計画 （２）※H29年3月期  連結営業利益予想の

前年同期比 ▲24億円 減少の要因
(億円)

億円

・売上、生産、代価増減

・変動費

・固定費

・為替差益(＄115円→111円）

・配分不能

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上計画（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

（４）設備投資計画

(億円)

単　　　独 1,780 1,761 19 － △ 58

H２９年３月期
予想

H２８年３月期
実績

差異 前期比

売 上 高 2,200 2,233 △ 33 △1%

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 420 472 △ 52 －
営業利益 (※) 120 144 △ 24 △17%

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 63 57 6 － 35

19
単　　　独 57 87 △ 30 －

経常利益 120 141 △ 21 △15%
単　　　独 83 95 △ 12 － △ 12
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 37 46 △ 9 －

当期純利益 80 △ 166 246 －
単　　　独 60 △ 187 247 －

売上高営業利益率 5.5% 6.4% △0.9%

有利子負債残高 510 496 14

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 20 21 △ 1 － △ 24

　素形材・エネルギー事業は、天然ガス用クラッド鋼管の大幅な売上減少と操業未達による影響が、
減損による固定費負担の軽減を上回り営業赤字となるも、
産業機械事業が、高水準の受注・売上増加とコスト改善の進捗により、急激な円高による為替差損を
吸収して営業増益基調を維持し、素形材・エネルギー事業の赤字を補完。
全社としては、当初見込の営業利益120億円を確保する見込み。

H２９年３月期
予想

H２８年３月期
実績

差　　異
H２９年３月期

予想
H２８年３月期

実績
差　　異

Ｄ／Ｅレシオ 0.45 0.45 0.00
純Ｄ／Ｅレシオ 0.04 △ 0.11 0.15

748 △ 198
産 業 機 械 1,650 1,678 △ 28 産 業 機 械 1,630 1,443 187
素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 430 397 33 素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 550

(△160) (内、輸出) (1,048)

40 △ 20
合　計 2,100 2,116 △ 16 合　計 2,200 2,233 △ 33

不 動 産 他 20 39 △ 19 不 動 産 他 20

△ 8

不 動 産 他 1 0
合　　　計 101 140

H２９年３月期
予想

H２８年３月期
実績

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 41 90
産 業 機 械 57 49

(1,109) (△61)(内、輸出) (814) (974)
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